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　m; n を正の整数とする．xについての 2次方程式 12x2¡mx+ n = 0の 2つの実数解を小数第 2

位で四捨五入して 0:3および 0:7を得た．m; n を求めよ．

N 小数第 2 位で四捨五入して 0:3 および

0:7ということは，2つの解 ®，¯ (® < ¯) が

0:25 ≦ ® < 0:35　かつ　 0:65 ≦ ¯ < 0:75

このように不等式の形で表記されます．ということ

は，®，¯とm，n の関係から，mと n の不等式に

もっていければ何とかなりそうです．ここで最初に

思いつくのが，解と係数の関係でしょう．

®+ ¯ = m
12
　　 ®¯ = n

12

であり，先ほどの不等式から

0:9 ≦ ®+¯ < 1:1　　 0:1625 ≦ ®¯ < 0:2625

なので，mと n をそれぞれ (別々に)絞り込むこと

は可能です．しかし，m と n の関係が分からない

ので，絞り込んだ mと n がどう組み合わされるの

かが不明です．この部分をどう処理するのか，がポ

イントでしょう．ひょっとすると，

0:25 ≦ m¡
C

m2 ¡ 48n
24

< 0:35

0:65 ≦ m+
C

m2 ¡ 48n
24

< 0:75

を考えるかもしれませんが，ルートの不等式はでき

るだけ避けた方が無難なので，やめた方がいいで

す．となれば・・・・

A f(x) = 12x2 ¡mx+ n とおく．

f(x) = 0の 2つの解を 2つの解 ®，̄ (® < ¯)

とおくと，

0:25 ≦ ® < 0:35　かつ　 0:65 ≦ ¯ < 0:75

よって，

0:9 ≦ ®+ ¯ < 1:1

解と係数の関係より，®+ ¯= m
12
なので，

0:9 ≦ m
12
< 1:1

10:8 ≦ m < 13:2

したがって，m= 11; 12; 13

ところで，y = f(x)のグラフの概形は以下のよ

うになるので，

　　　　　

0:650:35

0:25 0:75

f(0:25) = 12(0:25)2¡ 0:25m+ n ≧ 0 Ý1

f(0:35) = 12(0:35)2¡ 0:35m+ n < 0 Ý2

f(0:65) = 12(0:65)2¡ 0:65m+ n ≦ 0 Ý3

f(0:75) = 12(0:75)2¡ 0:75m+ n > 0 Ý4

1，2より

0:25(m¡ 3) ≦ n < 0:35(m¡ 4:2) Ý5

3，4より

0:75(m¡ 9) < n ≦ 0:65(m¡ 7:8) Ý6

(i) m = 11のとき

5より，2 ≦ n < 2:38
6より，1:5 < n ≦ 2:08
これらを満たす n は，n = 2

(ii) m= 12のとき

5より，2:25 ≦ n < 2:73
これを満たす n は存在しない．

(iii) m= 13のとき

6より，3 < n ≦ 3:38
これを満たす n は存在しない．

(i)(ii)(iii)より，n = 2

■

Y 全く面白くない問題でした．


